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	現行より、高速かつ新技術導入で機能を向上させた新たな検測車を導入します。
	（１）車両形式（編成）　E927形（7両編成）
	（２）検測開始時期　　　　2029年度中を予定
	（３）当社管内検測エリア　東北、上越、北陸、山形および秋田新幹線
	（４）最高速度　　　　　　　320km/h
	愛称：
	図１ 新たな新幹線専用検測車（E927形）
	２．新たに開発する検測装置
	（１）　PQ推定システム※（車輪・レール間に作用する力を推定する技術）
	台車に複数のセンサを取り付け、台車の揺れや傾きなどを測定することで、車輪・レール間に作用する力を推定する技術です。それを線路状態の評価に加えることで整備箇所や優先度をより明確にし、さらに効果的な予防保全と安全レベルの向上を実現します。
	【装置の構成】　　　　　　　　　　　　　　　　【複数のセンサにより台車の動きを測定】
	図2　PQ推定システムを活用した効果的な予防保全のイメージ
	※(公財)鉄道総合技術研究所が開発した技術。現在、研究開発センターで装置化の開発を実施中。
	PQは、車輪・レール間に作用する力であり、上下方向をP（輪重）、左右方向をQ（横圧）として記号で示したものです。
	（２）　新幹線車上撮影装置（仮称）
	1号車、7号車の前頭部、3号車の側方、天井部分に設置した48台のカメラにより、高精細な画像を連続して撮影することで設備の状態や沿線の環境を詳しく記録する技術です。これにより、設備状態の前回比較による検査等のさらなる効率化や列車運行支障の恐れのある沿線木等をリサーチすることで沿線環境のより正確な把握を行います。
	今後は画像確認に対してAI技術を用いた自動判定・抽出の導入に向け開発を進めます。
	３．今後について

